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ドクター・ベンのオフィスから
親愛なる皆さん：
私は、父親として、そ
して医師として、我々
の身体がボディケアの
各種製品を通して色々
な種類の化学薬品にさ
らされているという事
実、特に局所的に使用

される製品に関して、非常に心配していま
す。 しかも、残念なことに、この様な身体
の局所的な部分に使用されるボディケア製
品に使われる化学薬品に関する規定はほと
んど皆無と言ってもよいでしょう。
更にひどいことに、発ガン性があると言わ
れている薬品が公然と使用許可されている
のも事実なのです。 その他の薬品でも、
ホルモンと内分泌腺のバランス、体内の免
疫、生殖機能、子供の発育、更には神経系
統にも悪影響を与える恐れのあるものがあ
ります。
突き詰めていくと、これらの薬品、または
幾種類もの薬品が反応を起こして身体に与
える悪影響というものはハッキリと究明さ
れていない、というのが現状です。 逆にハ
ッキリとしていることは、政府機関のEPA
の研究などを通じて、これら悪影響のある
化学薬品を、これらの局部的に使用される
ボディケアの製品などを通して我々の身体
は常に蓄積していっている、ということです。
皮膚は人体で一番大きな『臓器』です。そ
れは、これら悪影響のある化学薬品に対し
て、非常に大きな表面積をもって接している、
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新製品！ エニーバからの自然成分を使ったボディケア製品！ 

エニーバは、この度、栄養価万点の植物、高い
純度の活力性に優れたエセンシャル・オイルと
言った自然界の恩恵を存分に使ったボディケア

製品のラインナップを誇りを持って紹介します。
我々は、お肌をサポートし、よりつややかにし、そ
して若さの輝きを取り戻すことを可能とするような
最高の植物のエッセンスを探すにあたって、母なる
地球そのものに目を付けました。 小皺対策の自然界
のポリフェノール、トランス・レスベラトロールと
緑茶のエキス、肌に瑞々しい潤いを与えるホホバ・
オイルとアサ種エキスなど、これらの自然界の肌の
補強剤があなたのお肌に滋養を与え、清々しい気持

ちに包んでくれるでしょう。 それ
に加えて、特殊なアロマのブレン
ドがあなたの感性を活発にさせる
と同時に心を落ち着かせてくれる
でしょう。 これらの効用は全て、
最高の原料があってこそ可能とな
ります。 エニーバでは、より安全
でよりナチュラルであることを保証
します。

トランス・レスベラトロールと緑茶のエキスを直接肌に塗ることで、肌の細胞を保護し、老化、
ニキビ、紫外線による日光からのダメージの予防に効果があるという研究結果が出てきています。
アメリカン・ジャーナル・オブ・デルマトロジー（皮膚学）の最新の情報によると、現在トラン
ス・レスベラトロールを直接肌に塗ることの効用についての研究が進められており、非常に有望
な結果が得られつつあります。 まず第一に、トランス・レスベラトロールを直接肌に塗ること
によるその浸透性が認められています。 次に、肌の細胞の突然変異の防止、そしてニキビなど
を含めた肌の『炎症』の鎮静効果が認められています。 最新の情報によると、レスベラトロール
を含んだ水溶性ゲルの使用によって、ニキビによる肌への損傷を、統計的意義のあるレベルで減
少させた、ということがわかっています。 また、緑茶（グリーン・ティー）のエキスの肌への
直接の応用が、皮膚細胞の突然変異や老化から防止する効果がある、ということもわかって来て
います。 また、緑茶のエキスが紫外線から肌の細胞を守るという研究結果も発表されています。
これらの研究結果は非常に重要なものであり、まだまだ今後多くの研究が続けられて行くでし
ょう。

安全、自然、しかも豪華絢爛
エ

• フタル酸 (Phthalates)： 非常に有害な材料として知られている。 ダイブチル・フタ
ル酸とダイエチル・フタル酸が主なもの。 ローションが肌に吸収されるのを促進
する役目を果たす。 DEHPは、『発ガン性あり』とEPAが指定している。一般の
ラベルには、DEPH、DINP、BzBP、DBP、DEP、DMPとして示されている。
これらフタル酸は、発ガン性、奇形児、ホルモンへの悪影響に関連している
とされている。

• パラオキシ安息香酸エステル、メチル、エチル、プロピル、ベンジル、ブチ
ル各エステル (Parabens)： 化粧品に防腐剤として使用されている。 ホルモン
への悪影響により、乳癌、生殖器疾患の原因となるとされている。

• ジエタノールアミン（Diethanolamine = DEA)、TEA、
MEA： ナショナル・トクシコロジー（毒素学）・プログラ
(NTP) は、これらＤＥＡ種の薬品が、研究モルモットのガン発生
に関与していたと発表している。 化粧品によく使用される同種の
化学薬品はＭＥＡ（メチルエタノールアミン）やＴＥＡ（トライ
エタノールアミン）である。

• ダイアゾリディニル尿素 (Diazolidinyl Urea)、またはアイオド
プロピニル・ブチルカーバメイト(Iodopropynyl Butylcarba ‑
mate)： ホルムアルデヒドの刺激的ガス発生を促すこの化学薬品
は、一般に防腐剤として使用される。 ホルムアルデヒドは発ガン
性があるとされている。

• フッ素処理された化学薬品 (PCFs)： 実験ネズミの発ガンの原因
とされる。 他にも奇形児、免疫衰退、甲状腺異常などの原因とさ
れている。 化粧品の材料としては、『フッ素処理（f luoro、また
は perfluoro) 』という形で隠れていることが多い。

• 人口着色料 (Artificial Color Aditives)： 英語のラベルにはＤ＆
Ｃ、またはＦＤ＆Ｃプラス番号という形で記されている (Food &
Drug Cosmetics)。 これらは全て人口的に作られた色素である。
これらの多くは、皮膚への刺激物、アレルギー反応の原因などと
して知られている。 アトピーなどの皮膚障害の上に塗ると悪影響
を与えることがわかっている。

• ポリオキシ・エチレン・ラウリル・エーテル硫酸ナトリウム
(Sodium Lauryl Sulfate、また SLS)： 刺激性の強い洗油剤で、
車のエンジンのオイル掃除に使われているが、ボディケア製品の
中でも最も一般的に使われる原材料でもある。 肌の油気を洗い
ドライにする効果がある。 確かに理に叶っているようであるが、
それが肌の細胞の突然変異を呼び起こす可能性があるともされ
ている。

• 人工香料： オイルから作られるワセリン種の化学薬品に混合され
て使われる。

• ミネラル・オイル (流動パラフィン)： クリームやバームに一般
的に使用されるオイルから作られる化学薬品で、皮膚を乾燥させ
てしまう。

• プロピレン・グリコール (Propylene Glycol)： これは車の不凍
液の主な原料でもある。 残念なことに、他の化学薬品を溶解する
という性質から、ボディケアの製品にもよく使われている。皮膚
を乾燥させる刺激物でもあり、皮膚炎をはじめ、腎臓に悪影響を
与えるという報告がされている。
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ボディケア製品に使用されるべきでない化学薬品 
ドクター・ベンのオ
フィスから
（表紙から続く）
ということを意味します。 皮膚は、身体
に悪影響を及ぼす物質を削除する、と
いう働きをもっており、大抵の場
合、フィルターの役割を果たし
てくれます。 しかしながら、
これら局部に使用されるボデ
ィケアの製品を毎日繰り返し
使用することによって、僅か
ずつではあってもこれらの化
学薬品は体内に蓄積されて行き
ます。

これらの毒素は、身体中を循環し、体
内の各部の細胞に影響を及ぼします。 ま
た、その先々で各種臓器に蓄積されて行き
ます。 例えば、女性ホルモンのエストロ
ジェンに影響を与える薬品は、乳部のリセ
プター（受信部）を刺激し、その結果、細
胞内で突然変異を起こすことがあります。
乳癌です。 また時には、身体に必要な細
胞の活動やホルモンの活動のシグナルを妨
げたりすることもあります。 そして、こ
れら毒性のある化学薬品が蓄積されやすい
場所として、体内の脂肪分があります。
この事実は、肥満人口が増えつつある現代
において、特に危険な赤信号です。
もし選択肢があるのであれば、我々は皆、
より安全で、自然に近い製品を選ぶと思い
ます。 特に子供達のことを考えればなお
さらでしょう。 こんな現代であるからこ
そ、我々はより賢明に製品を選ぶ必要があ
るのです。
そこで、今回の『Lifeline』は、このボデ
ィケア製品に焦点を置き、どのような薬品
を避けるべきかを見てみたいと思います。
それに加えて、この度、エニーバから、よ
り安全で自然な、しかも効果のあるボディ
ケアの製品が出されるという素晴らしいニ
ュースを紹介します。 それは、デイリー
・モイスチャライザー・ローション、フル
・ボディ・テラピー・クリーム、そしてナ
チュラル・リップ・テラピー・ソリューシ
ョンです。 これらの製品全ては安全かつ
自然な成分によって作られており、効用、
品質とも世界のトップクラスのボディケア
製品です。 私の家族も使っています。 皆
さんも『自然に』愛用すること間違いなし
です！

Dr. Ben — Benjamin Baechler, MD 
ドクター・ベン
― ベンジャミン・ベックラーＭＤ
ベックラー博士は、エニ―バ・ニュートラス―
ティカル社のＣＭＯ（チーフ・メディカル・オ
フィサー）で、医学博士として開業中でもあり、
栄養学の権威としても広く活躍している。

有害物質にストップ！
ボディケアの製品の列を目の当たりにして、
さぁ、この中のどの製品が自分にとって、ま
た自分の家族にとって最適なものだろうと頭
を悩めたことがないでしょうか？ 見た目に美
しいボトルで、『自然の』とラベルに書いて
ある製品を手にとってみて、その原材料のリ
ストに目を通してみてビックリ！ 訳のわから
ないような、どうみても研究室で調合された
ような人工的な名前の化学薬品の名前がビッ
シリ…！ 残念なことに、それらの多くは発ガ
ン性のある、ボディケアの製品にあってはな
らないような物でしょう。
残念ながら、そんな化学薬品がボディケア製
品に混入しないよう取り締まる規定はほとん
ど皆無に等しいということをご存知でしょう
か？ 車のエンジンのオイル洗浄液、不凍液、
フォルムアルデヒドのような刺激剤、オイル
・ベースの刺激剤、その他発ガン性があると
指摘されているような化学薬品が幾つも使わ
れているのが現状です。 現に、アメリカのＥ
ＰＡのリサーチによると、現在約１０００種
類の、自然のフォームでない化学薬品が人体
に取り入れられており、その多くがボディケ
アの製品に使われています。 しかも驚くべき
ことに、その多くは人体に有害であるという
ことがわかっています。ボディケアの製品に
使われているこれらの化学薬品の中で、どの
材料を避けるべきか、詳しくは４ページを御
覧下さい。

スキンケア、ビューティ・プロダクツの最新情報！ 
➺（４ページに続く）
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